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含水率の調整 :薬剤を混合した木粉を 70-80oC の熱風乾燥機によって含水率 2%前後 (赤
外線水分計による)になるまで乾燥後デシケーター中で冷却した｡
硬質板の成形 :Fig.1に示すように,圧縮金型 (内容積 :巾 7cm,長さ 10cm,深さ 4cm)






















































各種の酸を含浸させた木粉を温度 160-180oC,圧力 100-250kg/cm′二で熱圧すると, 圧縮才〆
中に木粉の一部の成分が分解等れて木材の可塑性が増加し,褐色ないし黒色樹脂状の硬質板が
成形される｡ ここでは酸の種額, 添加量, および成形条件を種々に変化させて硬質板をつく
り,成形条件とボード材質に及ぼす酸の影響を考察した｡また硬質板の成分を木材分析法によ
って定量して熱圧による木材成分の変化を観察した｡
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Tablel および Table2 ほ酸処理木粉の熱圧
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(温度 180oC,時間15分, 圧縮力 250kg/cm2) を一定にして硫酸含有量を変化させた場合,普
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いため, 低い圧縮力で密度および曲げ強さの大きい硬質板が得られる (Fig.14,15)が, 同
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を変化させた場合の硬質板の材質を示す｡ (圧力 250kg/cm2 温度 180oC).同表より明らかな
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良好な成形性は木粉に対し0.4%の硫酸を混合して,圧力 250kg/cm=温度 180oC で15分間熱
圧した場合に得られた｡ この場合のボ-ドの材質は比重 1.7,曲げ強度 270kg/cm3,吸 水率
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を損傷せずに木粉に良好な可塑性を与えるため,強度の優れたボ-ドを成形するこ とが で き
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